
 

 

独立行政法人国際協力機構 
関西センター 

2025 年 2月 7日 

 

JICA 国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 2024 

和歌山の受賞者へ賞状を授与 
   

JICA が実施する「国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト」について、2024

年度は「未来の地球のために ～私たちにできること～」をテーマに作品を募集し

ました。 

この度、全国からの応募総数36,202作品（中学生の部：16,526作品、高校生の

部：19,676 作品）の中から、「国内機関長賞(JICA 関西所長賞)」を受賞した生徒の

学校を JICA 関西が訪問し、賞状を授与します。訪問時には、世界に関心を寄せ

る受賞生徒と国際協力経験豊かな JICA 関西・和歌山デスクの国際協力推進員

が、国際協力や SDGs 等について懇談予定です。 

世界とのつながりがますます深まる現在、未来と地球のために、生徒たちが何

を学び、どのような行動をしようとしているのか、ぜひ取材ください！ 

受賞生徒、学校教諭、和歌山デスクへのインタビューが可能です。 

 

【日程】 2 月 13 日(木)16:30～ （30 分程度） 

学校名 賞 学年 受賞作品名 学校所在地 

和歌山県立古佐田丘

中学校 

国内機関長賞 2 笑顔の種 橋本市古佐田

４－１０－１ 学校賞（※） 

（※）60 作品以上または全校生徒の 3 割以上の応募があった学校が対象 

【日程】 2 月 28 日(金) 14:00～ （30 分程度） 

学校名 賞 学年 受賞作品名 学校所在地 

和歌山県立 

田辺高等学校 
国内機関長賞 1 テニスボールとその先の未来へ 

田辺市学園 

１－７１ 

 

取材希望の場合は下記連絡先まで事前にご連絡ください。 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA 関西 市民参加協力課 浅田 瑠理 

TEL：078-261-0384 E-mail：Asada.Ruri@jica.go.jp 



 

＜参 考＞ 

【受賞作品概要】 

●国内機関長賞  和歌山県立古佐田丘中学校 ２年 

タイトル：笑顔の種 

お気に入りだったランドセルを手放せずにいたが、「綺麗なうちに誰かに使ってもらいたい」と思い寄付を

決めた。もしかしたら寄付をするかも、と考えていた私はランドセルカバーを装着しており、カバーを外す

と傷一つなかった。次の持ち主が気に入ってくれたらいいな。私はこれまでの寄付活動やガーナに孤児

院をつくるプロジェクトなど国際協力への参加を通じて、「衣食住」が確保されると人は目標が持てると感

じた。貧困から抜け出すためのその力強い姿に励まされ、負けていられないと思った。 
 

●国内機関長賞 和歌山県立田辺高等学校 １年 

タイトル：テニスボールとその先の未来へ 

私はテニス部に所属しており、試合で大量消費されるボールがどのように環境負荷を与えているか気に

なり、調べてみることにした。そしてテニスボールは短時間で廃棄され、その製造過程や廃棄方法が環

境に大きな負荷を与えていることを知った。そこで問題に対して①リサイクル利用、②空気圧を維持した

長期利用、③環境に優しい素材でのボール開発の３つの解決策を考えた。問題に対処するには消費者

と製造者の協が必要で、そして何より消費者意識の向上が問題を解決する鍵であると考える。 

 

 

【関西の応募（審査作品）総数】 

都道府県 中学 高校 全体 

滋賀県 1,001  324 1,325 

京都府 479 981 1,460 

大阪府 1,089 1,165 2,254 

兵庫県 292 633 925 

奈良県 396 7 403 

和歌山県 89 17 106 

計 3,346 3,127 6,473 

 

【エッセイコンテストの概要】 

次世代を担う中学生・高校生を対象に、エッセイを書くという行為を通じて、国際協力につい

て考えてもらうきっかけを提供し、開発課題や国際協力への興味・関心を高めてもらうことを目

的に実施。1962 年度に「海外移住懸賞作文」として開始され、2024 年度は高校生の部が 63 回

目、中学生の部は 29 回目を迎える事業。 

最終審査員長は中学生の部に尾木直樹氏（教育評論家・法政大学名誉教授）、高校生の部

に星野知子氏（俳優・エッセイスト）を迎える。 

国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト HP （右 QR コード参照） 

 


